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令和５年７月２０日発行 校長 髙以良康弘

「やさしく」「かしこく」「たくましく」

いよいよ明日から夏休みに入ります。今週は、子供たちから夏休

みに関する話題がたくさん聞こえ、それぞれの休みに思いを馳せて

いる様子がうかがえました。子供たちが楽しみにしている夏休みは、

７月２１日から８月２７日までの３７日間です。１年生は入学式の

日から６９日間、２年生から６年生は７１日間登校しました。

今年度は新型コロナウイルス感染状況も徐々に落ちつき始めて、

ほぼ予定通りに教育活動等を行うことができました。（土曜授業は

大雨のために中止になりましたが）子供たちは、日々の教育活動に取り組み、学びを続け、確

実に成長してきています。夏休みも交通事故・水の事故等に十分気をつけ、楽しく過ごしてほ

しいと願っています。

楽しく学んだ水泳学習
６月中旬以降、学校プールにおいて「水泳学習」を実施しました。子供たちは、水に潜った

り浮いたりして一生懸命に水慣れから練習し、泳ぐフォームがきれいになったり、以前より長

く泳げるようになったり、泳力が上達しました。夏休み期間中、海やプールで泳ぐ機会もある

ことと思います。水の事故には十分に気をつけてほしいと思います。

【１・２年生】 【３年生】

【４・５・６年生】

お知らせ
○赤ちゃんを出産され育児休業を取られていた事務職員が、８月から復帰する予定です。

○７月１８日に１５０周年記念事業の一環として、航空写真撮影（ドローンを使って）を行い

ました。撮影した写真は、今後、記念誌や記念グッズ（クリアファイル等）にて紹介する機

会があると思います。お楽しみに。

○１５０周年記念キャラクター募集のプリントが配られていることと思います。ふるってご応

募ください。お待ちしております。



校長室の窓から ～うなぎの稚魚放流体験～
７月１２日、３・４年生が郡川榎茶屋河川公園近辺で標記体験を

行いました。昨年度は３年生が実施予定でしたが、雨で中止になり

ましたので、今年は３・４年生一緒に体験させていただきました。

最初に教室でうなぎの生態について等のお話を聞き、早速現地に

移動しての稚魚放流です。最初子どもたちは、バケツに入っている

うなぎをつかもうとしてもヌルヌルして上手につかめずに悪戦苦闘

（私も）していましたが、大歓声をあげながら何とか用意されたす

べての稚魚を放流することができました。

その後は、他の魚のためにも米ぬかで作った魚の餌の団子を川に

投げ込んで思いっきり川の自然を満喫しました。子供の中には「う

なぎは絶滅危惧種なので、増えてまたいっぱい食べられるようになればいい。」「もう少し

魚を増やして、自然豊かな川になってほしい。」と話している子供もいました。最近は、

川は水の事故等危険なことも多く、川で遊ぶ機会も減っていることと思います。今回は遊

びで川に入ったわけではありませんが、子供たちにとって身近な郡川で川の生き物にふれ

ることができた体験は貴重なものであったと感じています。活動が終わって送迎バスに乗

り込んだ後、雨が強くなりました。大雨になった外を車窓から眺めながら、今年は体験が

できて良かったと感じたところです。

ふれあい相撲大会（松原場所）開催
７月２日（日）松原小学校において標記大会が行われました。本校から

もちびっ子力士７名が個人戦・団体戦に出場し、日頃の稽古の成果を発揮

しました。

個人戦では、１年生男児が２位、３年生男児が３位、４年生男児が３位、

６年生男児が３位、６年生女子の部で女児が優勝と２位、また、団体戦では、萱瀬チームが見

事優勝することができました。出場した子どもたちはみんなとてもよくがんばっていました。

８月２日には氷川神社で夏越相撲大会が開催される予定です。地元開催でもありますので、都

合がつく方はご声援をお願いいたします。

ふれあい相撲大会においては、PTA 三役や保体部員の方々を中心に多くの方々に係等のお
力添えをいただき運営に携わっていただきました。ご協力ありがとうございました。来年度は、

わんぱく相撲や・ふれあい相撲の主管校が萱瀬小・黒木小に回ってきます。運営のためには保

護者の皆様のお力が必要です。更なるご協力をお願いいたします。

お知らせ
8/ 9（火） 登校日・平和集会（給食なし・９時４０分頃下校）
8/10（木）～ 18（金） 学校閉庁期間（学校には誰もいません。）

閉庁期間中の学校へのお電話は留守番電話が対応し、録音内容を

職員が定期的に確認します。

8/28（月） ２学期始業式（給食なし）11:20頃下校
8/29(火)~31(木)午前中のみ授業（給食あり）12:40頃下校


